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取扱説明書 NPS1000B 

デジタルパネルメーター 
ＤＩＧＩＴＡＬ PANEL ＭＥＴＥＲ 

 
 

 

この度は、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。ご希望通

りの仕様であるか、本体ラベルの表示事項をお確かめの上、この説明書に沿って

ご活用ください。 

本取扱説明書では、本器の取扱い方法、接続方法及び調整方法に ついて説明

しています。 

本器は、厳重な品質管理基準にもとづいて製造・検査されております。万一、輸

送上の破損等で不都合がございましたら、なるべく早く弊社またはお買い上げいた

だいた販売店までご連絡くださいますようお願い申し上げます。 
 

 

１．ご注意事項 

1.1 CE 適合指令品としてご使用される場合 
・ 適合 EN 規格： EN61326－1  EMS：工業設置／EMI：classA 

配線長 30ｍ以下にて適用 

EN50581 

※機器を指定しない方法で使用する場合は、機器の持つ保護性能 

  が損なわれる可能性があります。 

1.2 保護構造について 
・ 保護構造：IP65（パネル取付時の前面) 

・ 規格番号：JIS C 0920 

1.3 設置について 
・ 屋内で使用してください。 

・ 周囲温度が-10～55℃の範囲を超えない場所に設置してください。 

・ 周囲湿度が 35～85％RH（非氷結・非結露）の場所に設置してくだ 

さい。 

・ 塵埃、金属粉などの多い場所に設置する場合、放熱対策を施した防塵設計

の筐体に収納してください。 

・ 振動、衝撃は故障の原因になります。極力避けてください。 

・ 本体の通風口をふさがないようにしてください。 

1.4 配線について 
・ 電源ライン、入力ライン、出力ラインの配線は、ノイズ発生源、リレー駆動ライ

ン、高周波ラインの近くに配線しないでください。 

・ INPUT LO/EXC 0V/COM 端子は同電位となっていますが、それぞれ別々に

配線してください。 

・ ノイズが重畳している配線と共に結束したり、同一ダクト内に収納したりする

ことは避けてください。 

・ NC 端子には何も接続しないでください。中継端子にも使用しないでください。 

1.5 その他 
・ 本器は電源投入と同時に動作可能ですが、全ての性能を満足するには 30

分間の通電を要します。 

 
 

２．寸法 

2.1 パネルカット寸法 

NPS1000B シリーズを取り付ける際のパネルカットは、下図に従い 

行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 外形寸法 

 
 

 

３．パネル取り付け方法 
 

本体から取り付けバンドを外した状態でパネル前面より挿入し、パネ

ル後方から取り付けバンドにより固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．端子の説明及び接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①②：INPUT(入力信号) 

・入力信号線は出来るだけ短くし、他の信号線から離してください。 

・外部ノイズの多いところでは２芯シールド線を使用し外被は信号源で

LO側と1点接続してください。 

・入力信号に高周波ノイズが重畳している時は入力に低域通過フィルタ

を用いてください。ただし時定数で応答時間に遅れが出ますので使用

条件によっては注意が必要です。 

 

③④：ANALOG OUT(出力端子) 

・選択された型式により、アナログ出力またはRS485インターフェースとな

ります。 

 ※オプション出力なしの場合はNCとなります。 

内部で短絡 

※⑦、⑧は電源渡り配線 

用の端子です。 

製品内部にて⑨、⑩と 

繋がっています。 

(左図参照) 
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※本器を単独で設置する

場合、他機器または壁から

左右 12.2mm、上下 28mm 

以上離してください。 
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⑤⑥：TERM(終端抵抗) 

･短絡することで、内蔵されている200Ωの抵抗が接続されます。 

 ※RS485出力時のみ（アナログ出力時はNCとなります）。 

 

⑦⑧⑨⑩：POWER（電源端子） 

・電源(DC 24V)を接続します。本器には電源スイッチが付いていません

ので、電源を接続するとすぐに動作状態となります。 

・⑦、⑧は渡り配線用の端子です。製品内部にて⑨、⑩と繋がっていま

す。 

 

⑪⑫：EXC（センサ電源） 

・センサ電源として使用できます。（DC24V 25mA MAX） 

 

⑬⑭：DZ(デジタルゼロ） 

・直前に表示された値を”ゼロ”として測定します。以後はそのポイントか

らの変動幅を表示する機能です。b.uPがOFFの時は電源を切るとデジタ

ルゼロ値は解除されます。 

 ※DZ端子はCOMと短絡または”0”レベルでその機能に入ります。 

   開放または”1”レベルで解除されます。 

   ”0”レベル：0～1.5V   ”1”レベル：3.5～5V             

   入力電流 -0.5mA以下 

 

⑮～⑳：HI、GO、LO(比較出力端子） 

・リレー出力 （a：a接点仕様、COM：共通端子） 

 接点容量：DC24V/1A（抵抗負荷） 

・フォトカプラ出力 （c：コレクタ、e：エミッタ） 

 出力容量：電圧 MAX.30V  電流 MAX.50mA 

        出力飽和電圧50mAのとき1.2V以下 

 ※ 電源や入力、各出力ともに定格容量内でご使用ください。 
 

５．パラメータの設定について 
 

5.1 各部の名称と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 パラメータグループ 

本器のパラメータはそれぞれの目的により、下記のように5つのグル

ープに大分されます。 

尚、シフトデータ及びリニアライズデータにつきましては、本書では割

愛させていただき、別紙にて対応させていただきますので、ご要望の際

は取扱店又は直接弊社へご連絡下さい。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 コンディションデータの設定 
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5.4 コンパレータデータの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 比較動作タイプ 

本器の比較動作は下記の 3 つのモードからコンパレータデータ

により選択していただくものとなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5 スケーリングデータの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 表示値設定 

ここではスケーリングデータの考え方と、1つのフルスケール表示

値設定例の操作方法を示します。 

表示値 = (a × X) + b 

a = (フルスケール表示値 - オフセット表示値) / (フルスケール入力

値 - オフセット入力値) 

b = オフセット表示値 - (オフセット入力値 × a)  

注) X は入力値、a はゲイン、b はオフセット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ アナログ出力設定 

本器のアナログ出力は表示値を任意の範囲で、4～20mA(0～

10V)の出力が得られます。アナログ出力のスケーリングはアナロ

グ出力HI設定に20mA(10V)を出力させる時の表示値を設定し、ア

ナログ出力LO設定に4mA(0V)を出力させる時の表示値を設定し

ます。 

ここではアナログ出力のスケーリングの考え方を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 示 :

4～20mA

0～5000

:出 力

A OH I : 5000

AOLO : 0

出力

20mA

5000

4mA

0 表示

10mA

表示

入力

5000

9.999V

入 力 電 圧 : 0～9.999V

0～5000:表 示

F S C : 5000(9.999V入力時)

F I N : 9999(=9.999V入力)

O F S : 0

O I N 0

0

2500
:

(出力3論理)

(出力1論理)

(ヒステリシス2)

(ヒステリシス1)

(判定値2)

(判定値1)

(比較出力タイプ)
上上限判定動作(HH/HI/GOの比較出力)

下下限判定動作(GO/LO/LLの比較出力)

ノーマリオープン

ノーマリクローズ

～ 判定値1の設定(COM.Tの設定により異なります)

※初期値は1000

上下限判定動作(HI/GO/LOの比較出力)

～ 判定値2の設定(COM.Tの設定により異なります)

※初期値は500

～ ヒステリシス1の設定(COM.Tの設定により異なります)

※初期値は0

～ ヒステリシス2の設定(COM.Tの設定により異なります)

※初期値は0

(出力2論理)
ノーマリオープン

ノーマリクローズ

ノーマリオープン

ノーマリクローズ

(AL1点灯選択) AL1をHIで点灯

AL1をGOで点灯

AL1をHHで点灯

AL1をLLで点灯

AL1をLOで点灯

(AL2点灯選択) AL2をHIで点灯

AL2をGOで点灯

AL2をHHで点灯

AL2をLLで点灯

AL2をLOで点灯

AL1及びAL2のパラメータは、比較出力タイプパラメータを変更
した直後は双方ともGOにセットされます。

※

メニュー名 パラメータ内容

※HHHG選択時 となります。

※HHHG選択時 となります。

※GLLL選択時 となります。

※GLLL選択時 となります。

※HHHG選択時 となります。

※GLLL選択時 となります。

※HHHG選択時 となります。
※GLLL選択時 となります。

※HHHG選択時 となります。
※GLLL選択時 となります。

※HHHG選択時 となります。
※GLLL選択時 となります。

※HHHG選択時 となります。
※GLLL選択時 となります。

※出力端子はOUT3になります。

※出力端子はOUT2になります。

※出力端子はOUT1になります。
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６．エラーメッセージ 

AM-215B の異常表示や誤動作状態となった場合のエラーメッセージ

とその対処方法は下記のようになっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．仕様 

7.1 型式構成 

 

 

 

 

 

 

 

7.2 一般仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.3 入力仕様 
 

型式 入力値 表示 入力インピーダン

ス 

最大許容入力 

MA 4-20mA オフセット ±9999 

フルスケール ±9999 

約 50Ω ±50mA 

V1 0-5V,0-10V,1-5V 約 1MΩ ±50V 

確度：±(0.03％ of rdg + 2 digit)(at 23℃±5℃) 

※各レンジとも、確度は(FSC-0FS)/(FIN-0IN)≦1の時に適用します。 

 

7.4 外部制御部 

 

 

 

 

7.5 外部電源部 

 

 

7.6 オプション出力仕様 
アナログ出力部（RS-485 と同時搭載不可） 

出力機能：DC４～20mA、0～10V、0～5V、1～5V のうちどちらかを選択 

出力仕様：   

出力タイプ 負荷抵抗 確度 リップル 

4～20mA 0～510Ω ±0.2%FS 25mVp-p 以下 

0～10V 5kΩ以下 ±0.2%FS 50mVp-p 以下 

 

 

7.7 比較出力仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．保証とアフターサービス 

8.1 保証 

保証期間は納入日より1年となっております。この間に発生した故

障で明らかに弊社に原因があると判断される場合は、無償にて修理

致します。 

 

8.2 アフターサービス 

本製品は厳重な品質管理の下で製造、検査をして出荷しております

が、万一故障した場合は、取扱店又は直接弊社までご連絡(送付)くだ

さい(故障内容は出来るだけ詳しくメモされ、現品と同封していただける

と幸いです)。 

入力信号 信号出力 － 接点出力 電源 

MA 4-20mA 420 4-20mA  R1 リレー出力（A接） D2 DC24V 

V1 0-5V 005 0-5V  NT フォトカプラー出力   

V1 1-5V 105 1-5V      

V0 0-10V 010 0-10V      

  485 RS485      

測 定 機 能 ： 直流電圧又は直流電流のうち 1 種類を選択（単レンジ） 

入 力 回 路 ： シングルエンデッド 

動 作 方 式 ： 逐次比較変換方式 

サ ン プ リ ン グ 速 度 ： 最高 25 回/秒 

表 示 ： 赤色 7 セグメント LED 表示（文字高 8mm） 

極 性 表 示 ： 演算結果が負のときに“ - ”を表示 

オーバーレンジ警告 ： 表示範囲以上の入力信号に対して oL 又は-oL を表示 

最 大 表 示 ： ±9999（フル 4 桁） 

小 数 点 ： 前面シートスイッチにより任意の位置に設定可能 

ゼ ロ 表 示 ： リーディングゼロサプレス 

バ ッ ク ア ッ プ ： 内蔵メモリにより設定データを保持（書き込み回数 10 万回） 

使 用 温 湿 度 範 囲 ： -10～55℃ 35～85%RH（非結露） 

保 存 温 湿 度 範 囲 ： -20～70℃ 60%RH 以下（非結露） 

電 源 電 圧 ： DC24V±20% 

消 費 電 力 ： 約 2.2W 

外 形 寸 法 ： 48mm(W)×24mm(H)×72.8mm(D) ※ねじ端子含む 

質 量 ： 約 70g 

耐 電 圧 ： 電源端子/入力端子、各出力端子 DC500V 1 分間 

入力端子/各出力端子 DC500V 1 分間 

ケース/電源端子、入力端子、各出力端子間 AC1500V 1 分間 

絶 縁 抵 抗 ： 上記端子間 DC500V 100MΩ以上 

付 属 品 ： 取扱説明書、取り付けバンド、単位シール 

適 合 規 格 ： EN61326-1 
EN50581 
※入力信号 14（±99.99V 入力）のみ CE 適合外 

UL 認定番号：E247481 

IP65：JISC0920 

 

デ ジ タ ル ゼ ロ ： DZ 端子と COM を短絡または”0”レベルでその機能に入り、開放または 

”1”レベルで解除される。 

”0”レベル:0～1.5V   ”1”レベル:3.5～5V（入力電流 -0.5mA 以下） 

 

出 力 電 圧 ： DC24V±5% 

最 大 負 荷 ： 25mA 

 

制 御 方 式 ： マイクロコンピュータ演算方式 

設 定 範 囲 ： -9999～9999 

比 較 動 作 ： サンプリング速度による 

比 較 条 件 ： AL1 及び AL2 の判定モニタは任意の判定結果の時に点灯可能 

 

設 定 条 件 ： 上下限判定（HI-GO-LO）の場合は、上限判定値＞下限判定値 

上上限判定（HH-HI-GO）の場合は、上上限判定値＞上限判定値 

下下限判定（GO-LO-LL）の場合は、下限判定値＞下下限判定値 

ヒ ス テ リ シ ス ： 各比較判定値に対して 1～999digit まで設定可能 

 

リレー接点出力（フォトカプラ出力との併用不可） 

出 力 定 格 ： DC24V 1A（抵抗負荷） 

機械的寿命：500 万回 

電気的寿命：10 万回 

 

フォトカプラ出力（リレー接点出力との併用不可） 

出 力 定 格 ： DC30V 50mA 

出 力 飽 和 電 圧 ： 1.2V 以下(50mA 時) 

 

NPS1000BP 


